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牛海綿状脳症（ＢＳＥ）検査の対象牛の見直しについて 

 
牛海綿状脳症（ＢＳＥ）は、平成１３年９月に国内で初めてＢＳＥ感染牛

が確認され、翌１０月から全国一斉にＢＳＥ検査を開始しました。 
国内のＢＳＥ検査対策を開始して１５年以上が経過し、国内外のリスクが

大きく低下したこと及び内閣府食品安全委員会の食品健康影響評価の結果

（平成２８年８月）を踏まえ、厚生労働省では、平成２９年２月１３日付け

で、厚生労働省関係牛海綿状脳症対策特別措置法施行規則の一部を改正する

省令等を公布し、健康牛のＢＳＥ検査を廃止することとしました。 
 

【見直し内容】 
 
 
 
 
 
 

 
本県においても、改正省令の施行に伴い、と畜場における健康牛のＢＳＥ

検査を廃止いたします。 
なお、飼料規制、特定危険部位の分別管理、牛の個体識別のための情報の

管理及び伝達に関する特別措置法（牛トレサ法）による牛の個体識別管理な

ど、今後も関係機関との連携を図り、食肉の安全性確保に努めます。 
 
 

（お問い合わせ先） 
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＜現 行＞  ＜平成２９年４月１日から＞ 

４８か月齢超 

 

健康牛については廃止 

２４か月齢以上の 
神経症状等を呈する牛 

継続実施 

 


